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やひきつれなどにはまるで無頓着かのような筆致にも想いがのせられている。観察によって描きとどめ
た具体的な手控えとなる写生は、印象を呼び起こす端緒として存在するが、意識に浮かぶ様相の変遷や
曖昧さにこそ、制作の意図する核心が含まれていると申請者はとらえている。そのことは、具体的な形
象や色彩と、意識に浮かぶ抽象的なイメージとの間を行き来するといった点に関心を持ち、研究課題と
して一貫して取組んできたことに現れている。 実景を起点としながらも、自身の中に形成された多様な
記憶の集合は、心的な作用から主観性を増し、申請者はその実質を描き出すことをこれまで目指してき
た。効果的な手段として、卓越した素描力や、構図構成にかかわる造形的感覚が発揮されている。 
 論文に提示されている申請者自身の作品「風景」(2005)は、粒度の細かな暗灰色系顔料を基調とし、
単純化した形態によって描き出そうと狙いを構えた初期の試作であり、以降突き進む研究課題の兆しが
うかがえる。「水の鏡」(2011)は冬の川辺を題材として、小船と鏡の様な水面を描き、現実に実在する対
象の解説から離れた、感情の形態表現へ踏み込もうとした印象を受ける。写生の背景に、自身が実感す
る情動の記憶を画面にとどめようと実験した様子。「静物」(2008)「肖像」(2010)「植物採集」(2012）は、
モノクロームの克明な写生画と見えるが、申請者は「記憶あるいは感情の集合体」による表現だという。
「あぜ道」(2009)のほか、「Dark Intervals」(2012)、そして提出作品「夏の後」（2012）、「就航」（2012）
へと旺盛な制作が進んでいる。知覚、記憶、想像における表象の世界に、申請者が絵画表現を試みる独
自な「記憶の形象化」の一層の顕現が、今後の作品に期待される。 
 
 12月20日の「博士審査展・公開発表会」の終了後に、審査委員全員の立会いのもと、最終試験（口述
形式）として、論文及び作品の主旨、研究の経緯に関連した試問を行った。結果として、申請者の理解
力や知識が研究成果として十分身についていることを確認し、その内容が学位取得に相応しい水準に達
しているものと審査委員が一致して認め、合格と判定した。 
 
 
